
乳房炎の予防・治療を目的とした研究はこれまで多数行われ
ておりますが、乳房炎の発症そのものを予防可能な乳房炎ワ
クチンは未だ開発されておらず、そのための基礎研究の進展
は急務とされています。

本セミナーでは、我々のグループがこれまで明らかにして
きた、乳腺免疫系の発達を促す分子メカニズムを紹介するこ
とで、乳房炎ワクチン開発に向けた今後の基礎研究の方向性
を、皆さんと議論したいと思います。
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近年の遺伝子組換え技術の進展により、遺伝子改変が容易になった今日、医学と農学
との融合研究として、産業動物である家畜の有用性に注目が集まっております。先天的
に免疫システムを発達することのできないヒトの免疫不全症候群は、T細胞を主とした
細胞性免疫や、B細胞を主とした液性免疫を作動することのできない疾病であり、その
治療法として、造血幹細胞移植が行われますが、治療技術のさらなる改良に期待が集
まっております。
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会場：広島大学生物生産学部C301

「免疫不全ブタを用いた医農
連携研究の最前線」

野地 智法
（東北大学大学院農学研究科 准教授）

我々は、農研機構と共同で、免疫不
全症候群の責任遺伝子の一つとして知
られるInterleukin-2受容体γ鎖を欠損
するブタ（免疫不全ブタ）を用いるこ
とで、免疫不全症候群患者に対する新
たな治療技術を開発するための研究に
取り組んできました。

本セミナーでは、免疫不全ブタとい
う動物モデルを用いた最新の研究成果
を紹介することで、医学と農学の連携
研究の可能性を学生の皆さんと議論し
たいと思います。


